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第
一
学
年 

・読み物を楽しんで読もうと

する。 

・図書館に親しんで利用でき

る。 

第
三
学
年 

・様々な種類の本を読もうと

する。 

・すすんで図書館を利用して

調べようとする。 

第
五
学
年 

・読書を通して知識を増や

し、心情を豊かにする。 

・目的に応じて図書館を適

切に利用する。 

第
二
学
年 

・読み物をすすんで読もうと

する。 

・図書の扱い方や借り方など

正しく利用できる。 

第
四
学
年 

・読書の幅を広げ、すすんで

読み、読書量を増やす。 

・調べ学習に意欲的に取り組

む。 

第
六
学
年 

・適切な本を選んで読む習

慣を定着させる。 

・学び方を身に付け、課題

解決能力を高める。 

江戸川区立下鎌田東小学校 令和７年度 

学 校 図 書 館 の 目 標 

 

 

 

 

具 体 的 な 取 り 組 み 

 

 

 

 
考える子 

思いやりのある子 

たくましい子 

学 校 教 育 目 標 

 

学校図書館を計画的に利用しその

機能の活用を図り、児童の主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善に生かすとともに、児童の

自主的、自発的な学習活動や読書活

動を充実すること。 

（学習指導要領総則 平成２９年３月） 

学校図書館は、教育課程の展開に

寄与するとともに、児童の健全な

教養を育成することを目的とす

る。 

（学校図書館法 第２条） 

 
①児童の読書意欲を盛んにし、豊かな心情と幅

広い知識を身に付ける。 

②学び方指導を充実し、図書館活用の望ましい 

態度や技術を高める。 

③多様な資料から目的に応じた情報を選び、課 

題解決を図り、情報活用能力を育成する。 

 
① 教育課程全体を通して、計画的な読書活動

と学校図書館の活用を推進する。 

② 学校図書館を活用した教科等の学習の充

実と情報活用能力の育成を図る。 

③ 司書教論を中核とした学校図書館教育の

推進を図る。 

ね ら い 

 

指 導 の 重 点 

 

各 学 年 の 重 点 目 標 

 

 

〔 各 教 科 〕 

○ 図書館機能を活用し、課題解決学習、調べ学習、個別指

導やグループ学習の場とする。 

○ 情報の収集、処理等、情報活用能力を養う。 

○ 読書指導を行い、読書習慣、態度を養う。 

〔 読 書 科 〕 

○ 「朝読書」「読み聞かせ」等による読書の推進、習慣化 

○ 「ポップ作り」「紹介のポスター作り」等を通した読書意

欲の向上 

〇「生きもの図鑑」「調べて分かったこと発表」等の図書を

使った調べ学習 

 
〔 総 合 的 な 学 習 の 時 間 〕 

○ 学び方や考え方を身に付ける。 

○ 課題の解決、探究に主体的に取り組む。 

○ 系統的に情報活用能力を育成する。 

〔 特 別 活 動 〕 

○ 図書委員会を中心に、自発的・自治的に図書館を運営し、

読書活動推進を展開する。 

○ 特別活動の中で積極的に図書館を活用する。 

〔 道 徳 〕 

○ 図書資料を通して、様々な生き方や考え方に接する中で、

自分を深め、道徳的心情を培う。 

〔 家 庭・地 域 と の 連 携 〕 

○ 年２回の読書週間による読書の推進 

○ 図書ボランティアや公立図書館との連携 

朝 読 書 の 推 進 推進組織の確立･充実 

 

 

図書館経営評価の実施 

 

図書環境の整備・充実 

学校図書館の活用を通して、自ら学ぶ意欲と態度を育て、生涯学習の基礎を培う 



読書科 活動内容（１２時間）  

 単元名 単元の到達目標（小単元のねらい） 

第
１
学
年 

・としょかんへいこう（４）  

・うみのかくれんぼ（４） 

・じどう車ずかんをつくろう（４） 

〇読みたい本を選んで読書に親しむ。 

〇生き物のかくれ方を本で調べて、友達と交流する。 

〇詳しく知りたい乗り物について本で調べて、まとめることができる。 

第
２
学
年 

・お話びじゅつかんを作ろう（４） 

 

・本でしらべよう（４） 

・いきもののことをせつめいしよう（４） 

〇自分の読んだ本の中で、一番心に残ったことを絵や文章でかいて、友達に

紹介することができる。 

〇お話の順序に気を付けて読み、あらすじをまとめて紹介することができる。 

〇クイズにしたい生き物について本で調べたり、必要な事柄を集めたりして、

クイズカードにまとめることができる。 

第
３
学
年 

・生き物のとくちょうをくらべて書こう（４） 

・おすすめ図書カードを活用しよう（４） 

・ことわざ、慣用句（４） 

〇知りたい生き物のとくちょうについて本で調べることができる。 

〇自ら作品を選び、その本のよさを友達に紹介することができる。 

〇日常生活で使うことのできることわざ、慣用句を本で調べ、友達に紹介す

ることができる。 

第
４
学
年 

・分類をもとに本を見つけよう（４） 

 

・ひろがる読書の世界（１） 

 

・「月・雪」のつく言葉（２） 

 

・「読書発表会」をしよう（５） 

〇学校や地域の図書館へ行き、「日本十進分類法」を利用して本を探して読

んだり、図書館の分類の仕方を確かめたりすることができる。 

〇「本について語り合う」「同じ作者の本を読む」という学習活動を通して、

幅広く読書に親しむことができる。 

〇昔から「月」に対してさまざまな呼称があったことを知り、「月」に関係

する言葉を集めることができる。「雪」を扱った言語表現を集める。 

〇紹介したい本を何冊か選び、「読書発表会」を行い、読書の幅を広げる。 

第
５
学
年 

・世界で起こっている問題を見つけよう（８） 

 

・図書すいせん会を開こう（４） 

 

〇世界で起こっている様々な問題を見付けて、図書を活用して調べることが

できる。（総合的な学習の時間と関連づける） 

〇椋鳩十作品で印象に残った作品を取り上げ、ポップを作り、図書紹介をす

ることができる。  

第
６
学
年 

・わたしたちの未来（３） 

 

・あなたは作家（６） 

 

・「読書タイムライン」を作って交流しよう 

（３） 

〇自分の将来について考え、図書を活用して、職業について調べ、必要な情

報を集めることができる。（総合的な学習の時間と関連） 

〇写真から想像を広げ、展開を考えて物語を作り、１年生に読み聞かせをす

る。 

〇自分の読書生活を振り返り、読書のよさや意義を感じさせ、今後の読書生

活について考えたりすることができる。 

    
 

 


